
令和6年度　施策評価シート（令和5年度実績） 施策番号 8

施策担当課

関係課

■施策のKPI

単位 R4 R5 R6

% 32.7 32.2

■KPIの推移に関する要因分析・評価、達成に向けて今後取り組む事項（施策担当課・関係課） 参考：事務事業の重点指標達成率の推移

■行政評価内部評価委員会の意見 （前年度） （今年度）

■行政評価外部評価委員会の意見 （前年度） （今年度）

家庭や仕事を両立している女性に対する会議等の調整は課題である。 行政評価内部評価委員会の意見はおおむね妥当と認める。

　各審議会委員に占める女性委員の割合は、対前年比で0.5ポイント減の32.2％となった。女性委員の登用が０の審議会等が

あるなど、団体によって男女比に偏りがあることから、各団体に対して幅広く女性登用を呼びかけていく必要がある。また、毎年実施

している取組みの一つとして、市内の企業を訪問して、職場での男女共同参画の状況や企業の特色ある取組みを把握するほか、

社員の皆さんに家庭での育児や家事の分担、仕事との両立などについて話を伺い、それを広報あわらを通して広く紹介している。

令和５年度は、株式会社SHINDOと株式会社ドラフトを紹介した。今後も、男女共同参画の普及・啓発活動を継続しながら、

より多くの市民や企業の理解が深まるよう促していくとともに、女性が活躍しやすい環境づくりを推進する。

　さらに、令和５年６月１日に導入した「あわら市パートナーシップ宣誓制度」では、制度の啓発と性の多様性の理解促進に努め

ている。（令和５年度申請件数：０件）引き続き、すべての人が自分らしく生きることができる「人権尊重の社会」の実現を推進

する。

継続して女性登用の推進を図るとともに、若い世代には男女共同という考え方が定着しつつあるので、子育

て支援という観点からも男性の育休取得の推進を図られたい。

女性が悩みを相談しやすく、暮らしやすいまちがどのようなものかを考えながら、女性のニーズを把握し、

総合的な視点で施策を検討されたい。

施策の目的

子どもも高齢者も、男性も女性も、障害のある人もない人も、日本人も外国人も、全ての人が相手の人権を尊重し、ともに生き、支えあう社会の実現を目指す。

KPI R3 R7 目標

施策の分野 action2（健康） 基本施策名 人権の尊重
 市民協働課

 福祉課

 各種審議会委員に占める女性委員の割合 29.5 40.0
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■施策を構成する主な事務事業

方向 単位 R3 R4 R5

実績 12.0 0.0 23.0

達成率 52.2% 0.0% 100.0%

実績 1,169.0 492.0 176.0

達成率 116.9% 49.2% 17.6%

実績 181.0 205.0 221.0

達成率 100.6% 113.9% 122.8%

実績 1.0 1.0 1.0

達成率 - - -

実績 165.0 123.0 163.0

達成率 - - -

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

実績

達成率

19

20

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5 働きやすい環境づくりの推進 61 研修会参加者数 → 人
150.0

市民協働課

4
女性に対するあらゆる暴力の根

絶
61 相談窓口及び電話による相談の件数 → 件

5.0
市民協働課

3 男女平等意識の啓発 61 男女共同参画つどいの参加人数 ↑ 人
180.0

市民協働課

23.0
福祉課

2 男女共生社会の推進 61 「感謝状」作品応募数 ↑ 点

1 人権教育の推進 77 相談所開設回数 ↑ 回

1,000.0
市民協働課

学生の提出が義務ではなくな

り、選択制になったことに起因

№ 事務事業名
主要施策の成果
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